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まえがき

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，コンクリート用化

学混和剤協会(JCAA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべき

との申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。

これによって，JIS A 6205:1993 は改正され，この規格に置き換えられる。

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。

JIS A 6205 には，次に示す附属書がある。

附属書 1（規定）鉄筋の塩水浸せき試験方法

附属書 2（規定）コンクリート中の鉄筋の促進腐食試験方法
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日本工業規格　　　 JIS
A 6205：2003

鉄筋コンクリート用防せい剤

Corrosion inhibitor for reinforcing steel in concrete

1. 適用範囲　この規格は，コンクリートに混和剤として用いる鉄筋コンクリート用防せい（錆）剤（以

下，防せい剤という。）について規定する。

2. 引用規格　付表 1 に示す規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成

する。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。

3. 定義　この規格で用いる主な用語の定義は，JIS A 0203 によるほか，次による。

a) 基準コンクリート　防せい剤の品質を試験するときの基準とする，防せい剤を用いないコンクリート。

b) 試験コンクリート　防せい剤の品質を試験するときの試験の対象とする，基準コンクリートに防せい

剤を用いたコンクリート。

c) 防せい率　防せい剤の腐食抑制効果を表す指標で，基準コンクリート中の鉄筋の発せい面積から試験

コンクリート中の鉄筋の発せい面積を差し引いた値を基準コンクリート中の鉄筋の発せい面積で除し

た値の分率（％）。

4. 品質

4.1 性能　防せい剤の性能は，5. によって試験を行ったとき，表 1 の規定に適合しなければならない。

ただし，コンクリートの凝結時間及び圧縮強度については，スランプ 8 cm 及び 18 cm のコンクリートにつ

いて試験を行う。

表 1　防せい剤の性能

項目 規定 試験方法

腐食の状況（目視） 腐食が認められないこと 5.1 による

防せい率　％ 95 以上 5.2 による

始発 －60　～　＋60コンクリートの

凝結時間の差

min 終結 －60　～　＋60

材齢 7 日 90 以上コンクリートの

圧縮強度比

％ 材齢 28 日 90 以上

5.3 による


